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～第13回官
、
んなεきにどの資料？ ー 情報の種類と特性一～

｜課題が出ると、 みんな図書館に資料を探しに行くよね。資料にはそれぞれ特徴があるんだ。
｜ 目的にあった資料を探すことが、レポー トを書くための第一歩。ぜひ、参考にしてね！

体系的
図書
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一一一一一一_____/,j:\?
・・・図長吾宜‘囚臨・邑向 ｝
現時点で評価の定 まっている一定の研究成果を、系統的にま
とめたもの。専門分野の基礎知識をまとめたものや、辞書・
事典のように言葉や事柄について解説したものもある。

・・・－�｝吾逼凶E』四・・・
上智大学図書館の図書を探すな5→OPAC 
他機関の図書を探すな5→CiNii Books.NOL-Onlineなど

図書l志、基礎的（定説的）な知識を得たり、
体系的に学ぶのに適しているんだね。
図書が電子化された電子ブックもあるよ！
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．百�.J:益巴耳渇置‘固臨邑向 ｝
ある特定の情報 （ 論文や記事など） を編集・保存して、コンビュー

タで効率的に検索できるようにしたもの。

・・・E旗霜�.』四・・・
図書館で は多様なデー タベースを取り捕
えています。詳しくは図書館HPで。
r 

統計、判例、辞書、雑誌や 新聞の論文・記事など、いろ
んな情報を検索できるなんて、データベースって凄Uね！

それぞれの検索ツールには、図書館HP
「情報検索jのページからアクセスできる
よ。用途にあわせて、いろんな資料を
活用してね！
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新聞

速報』性

一定の編集方針のもとに、複数の著者による記事や論文が
収められ ているもの。図書に比べて速報性がある。

・・・・－�］吾諸阻::::IJ四・・・
上智大学図書館の雑誌を探すな5→OPAC
他機関の雑誌を探すな5→CiNii Books.NOL-Onlineなど

雑誌は、最 新の研究結果や調査結果 について学
ぶのに適しているんだね。
雑誌が電子化された電子ジャーナルは、冊子体よ
りも早く公表されたり、電子ジャーナルのみで論
文が公開される場合もあるよ！

々A?
・・・E調菌E宜‘固臨・h向 ｝
多様な社会情勢を、日々記録しているメディア。速報性が
高し1。総合紙（全国版・地域版）、専門紙（業界紙・各種団体紙）
などがある。

・・・E鼠諸国::::11..-
新聞（紙媒体）を探すな5→OPAC［新聞（紙媒体）だけでなく、
マイクロフィルムや縮刷版の所蔵情報もわかります。］新聞記
事データベースを探すなら→図書館HP＞情報検索＞新聞記事・
ニュース検索

新聞は、最近話題のできごとや、過去の世相などを
検察するのに最適だね。
ただし、速報性を重視する反面、事実確認が暖昧な
まま、記事 になってしまうことも。また、新聞社によっ
て個性の違Uもあるんだ。 事件が起きた数日後の記
事や、複数の新聞を読み比べる乙とが大切だよ！
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～第13回 どんなときにどの資料？ 情報の種類と特性 ～

『私の学生時代における図書館の思U出と本との出会l,1J

学事センター長
理工学部情報理工学科教授

伊呂原隆

もう随分前の話になるが、 私の学生時代における図書

館の思い出を記憶の範囲内でご紹介させていただく。私

が積極的に図書館を利用するようになったのは高校生の

頃である。自宅近くの県立図書館が私の居場所で、 学校

帰りにほぼ毎日立ち寄り、「蛍の光Jが流れるまで居座って

いた。週末や学校の長期休暇中は開館から閉館まで1日
の大半を図書館で過ごした。勉強が捗ったという側面も

あるが、図書館の静寂さ、本の香り、そして多くの本＝「世

界の叡智jに固まれたような気分になれる心地よさが私を
いざな

図書館へ誘っていたのではないかと思われる。

高校時代にたまたま手にした本が自分の専門分野を決
まゆみ

める大きなきっかけになった。大坪檀『技術者のための経

営学』（講談社／ブルーパックス） がその本である。漠然と

理系志望とは思っていたものの、具体的には何が自分に

向いているのか決めかねていた頃だった。この本には「理

系の技術者であっても経営を知ら怠ければ役に立たないJ

と書かれていて、「経営を考えるのは文系Jと思い込んで

いた高校生の私にとって衝撃的であった。同書の「最近の

経営学は高度な数学を駆使するので、 どちらかと言えば

理系の人が向いているJというような説明に、 数学好き

であった高校生の私にはこれこそが自分の目指すべき方

向だと思い、現在ち専門とする I経営工学Jを志すことに

なった。

大学進学後は、平日の授業がない時間帯は大学の理工

学部生向けの図書館で長時間を過ごした。図書館から授

業ヘ行き、 授業が終われば図書館ヘ戻り、 勉強したり、

新聞や一般の本を読んだりするような生活であった。この

図書館は理工学部生向けであるにも関わらず様々なジヤ

ジルの本が揃っていた。学部入学頃に読んだ本では、竹

内均『学問への憧慢』（学部地下1階／289.1:Ta673）、森本

哲郎『学問への旅』（学部地下1階／104.9:Mo556）、湯川
秀樹『旅人』（学部地下1階／ 280.8:N761 :v.33）などを特に

印象深く覚えている。これらの本を読み、少なくとも20歳
代は徹底的に学問を究めたいと思うようになった。

またその時代から今に至るまですっと読み続けている

のは英国の作家ジ工フリー・ アーチヤーの作品である。ふ

と手にした彼の本がきっかけで、 それまで、興昧がなかった

「小説jというジャンルにも魅力を感じるようになった。『ケ

イツとアべjレ』、『ロスノフスキ家の娘』、『チ工J lノシー・ テラ

スへの道』、I遥かなる未踏峰』等々、 最近では 『クリフトジ

年代記 ・ 第1部～第7部』等（全て新潮文庫）、 いすれの作

品も構想力、表現力、洞察力に感嘆するばかりである。

大学院進学後は、 大学院生向けの図書館で論文と格闘
する日々で‘あった。研究室で実験やゼミを行う以外のほぼ

全ての時聞を図書館で過ごしたと言っても過言ではない。

大学院生時代は始発で大学ヘ行き、終電で帰宅するよう

な生活を続けたが辛いと思ったことはなかった。自分が研

究している分野の最新 ・ 最先端の成果が次々と国際論文

誌に掲載されるため、 図書館で日々多数の論文をコピー

して読み漁っていた時の知的興奮は今でも忘れられない。

以上が私の学生時代における図書館の思い出である。

図書館の利用方法は人それぞれであり、唯一の正解とい

うものは存在しない。しかし、 こんなに素晴らしい施設

を利用せすに学生時代を終えるのはあまりにももったい

ないと思う。何はともあれ、 ますは図書館ヘ足を運ぶこ

とを強くお薦めするとともに、 またいつの日か私自身が

学生時代のような図書館利用をできる日が来ることを願

いつつ本稿の結びとする。
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